
の
積
み
立
て
と
な
っ
て
い
る
。
通

学
交
通
基
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
度
に
基
金
を
設
置
し
て
約
１
，

８
０
０
万
円
の
積
み
立
て
と
な
っ

て
い
る
。
龍
ケ
崎
市
方
面
に
通
学

す
る
生
徒
の
保
護
者
が
中
心
と
な

り
、
バ
ス
の
運
行
資
金
と
な
っ
た

も
の
を
積
み
立
て
た
も
の
。

質
問　

平
成
28
年
度
以
降
、
３
年

間
の
積
み
立
て
計
画
に
つ
い
て
、

財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金
は
ど

れ
く
ら
い
の
残
高
を
維
持
で
き
る

の
か
。

答
弁　
（
総
務
部
長
）　

財
政
調
整

基
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
財
政

不
足
に
対
処
す
る
た
め
、
毎
年

１
億
円
の
取
り
崩
し
を
見
込
ん
で

い
る
。
平
成
30
年
度
末
で
は
３
億

円
程
度
の
残
高
と
な
る
。
減
債
基

金
に
つ
い
て
は
、
村
債
の
償
還
金

分
の
財
源
と
し
て
の
取
り
崩
し
を

見
込
ん
で
い
る
の
で
、
平
成
30
年

度
末
で
は
、
現
在
の
約
２
億
６
，

９
０
０
万
円
か
ら
４
，
０
０
０
万

円
程
度
と
な
る
。

質
問　

今
後
、
多
額
の
基
金
の
取

り
崩
し
が
予
定
さ
れ
る
事
業
計
画

は
あ
る
の
か
。

答
弁　
（
総
務
部
長
）　

公
共
施
設

の
施
設
改
善
工
事
の
財
源
と
し

て
、
公
共
公
益
施
設
整
備
基
金
４
，

０
０
０
万
円
の
取
り
崩
し
、
さ
ら

に
、
陸
平
基
金
に
つ
い
て
は
、
陸

平
貝
塚
の
保
存
、
活
用
等
の
財
源

と
し
て
、
毎
年
９
０
０
万
円
の
取

り
崩
し
を
見
込
ん
で
い
る
。
そ
の

ほ
か
、
時
期
は
未
定
だ
が
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
の
予
定
が

あ
り
、
学
校
施
設
建
設
基
金
を
そ

の
時
の
財
源
と
し
て
考
え
て
い
る
。

質
問　

財
政
調
整
基
金
と
減
債
基

金
に
つ
い
て
、
５
年
後
に
は
枯
渇

す
る
の
で
は
と
の
危
惧
を
抱
い
て

い
る
。
財
政
改
革
に
取
り
組
む
べ

き
。
ど
の
よ
う
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁　
（
村
長
）　

こ
れ
か
ら
の
美

浦
村
の
財
政
の
い
い
見
通
し
は
難

し
い
。
こ
の
何
年
か
の
事
業
の
中

で
、
選
択
と
集
中
を
よ
り
鮮
明
に

し
て
い
か
な
い
と
、
基
金
の
枯
渇

と
い
う
部
分
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
執
行
部
だ
け
で
な
く
、
議
会

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問　

過
去
の
積
み
立
て
実
績
は

ど
の
よ
う
な
計
画
に
基
づ
く
も
の

か
。

答
弁　
（
総
務
部
長
）　

財
政
調
整

基
金
に
つ
い
て
は
、
標
準
財
政

規
模
40
億
円
の
15
％
に
当
た
る

６
億
円
を
目
安
と
し
て
積
み
立
て

て
い
る
。
現
在
は
、
約
６
億
２
，

３
０
０
万
円
の
積
み
立
て
と
な
っ

て
い
る
。
減
債
基
金
に
つ
い
て
は
、

特
別
に
目
標
額
の
設
定
は
行
っ
て

い
な
い
。
陸
平
基
金
に
つ
い
て
は
、

村
内
の
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
か

ら
、
一
人
当
た
り
50
円
の
寄
附
金

を
合
わ
せ
た
も
の
を
積
み
立
て
て

お
り
、
年
間
約
１
，
０
０
０
万
円

議会だより みほ 一 般 質 問
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各
種
基
金
の
積
み
立
て
に
つ
い
て

各
種
基
金
の
積
み
立
て
に
つ
い
て

質
問

答
弁

岡
おか ざ わ

沢　　清
きよし

議 員

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問


